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因子名 項目内容 Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ 共通性
16．子どもを産まないと考えている女性は，月経を停止させて
しまって良いと思う 73 34 －2 －15 67
12．子どもを産まないと考えている女性には月経は不要である
と思う 73 38 －3 －6 68
４．月経は子どもを産む人だけに必要であると思う 63 24 19 －14 51
５．子どもを産んだ後，産む予定がないなら月経は必要ないと
思う 61 49 －1 －22 66
＊17．意図的に月経を停止させることは，女性のアイデンティ
ティに問題をもたらすと思う －49 0 33 9 36
＊27．月経があることは女性としてのアイデンティティの重要な
構成要素であると思う －53 －1 51 4 54
＊13．月経は子どもを産む，産まないに関わらず女性にとって必
要な生理機能であると思う －66 －19 33 8 59
＊20．子どもを産まないと考えている女性でも，月経を止めるこ
とは望ましくないと思う －72 －23 15 17 62
８．ナプキンの購入などにお金がかかるので，月経は出来るだ
け早く終わらせた方が良いと思う 11 69 3 4 50
23．月経が無かったら，女性は女性であることをもっと肯定的
に考えられると思う 10 65 －15 －4 45
25．月経があるから随伴症状に苦しめられるのだから月経は無
ければよいと思う 22 64 －19 7 50
７．随伴症状で苦しんでいる人が多いので，月経は出来るだけ
早く終わらせた方が良いと思う 32 61 9 －5 49
19．月経は必要ないときは停止しておいて，必要なときだけ復
活させられたら良いと思う 48 59 －7 －1 58
９．子どもを産む時期だけ月経があれば良いと思う 45 50 －5 －20 50
22．月経が無かったら，女性はもっと自由に生活できると思う 15 48 －12 －2 27
11．月経を自由自在に停止させたり，復活させたり出来たらよ
いと思う 37 45 －11 21 40
３．月経は女性性の象徴（シンボル）として重要であると思う －41 －9 58 0 52
10．月経が周期的にあることが女性の身体にとって重要である
と思う －9 －1 58 20 38
２．月経は健康な女性の証（あかし）であると思う －7 6 57 12 35
26．月経があることは女性としての性同一性獲得に重要な要因
であると思う －31 0 56 －4 42
１．月経は子どもを産むために必要であると思う 3 －14 55 3 32
24．月経が有ることを女性の特性として女性は誇りに思う －48 －15 54 －10 56
15．周期的に起こる月経は，からだ全体の周期的変化と関係し
ていると思う 4 －32 54 19 43
18．月経は健康のシンボルであるから，周期的にあることを確
認することは重要であると思う －28 －9 53 31 46
６．初経から閉経までは，月経を周期的に持続させることが健
康によいと思う 17 －9 51 26 37
14．月経が周期的にあるのに人工的に停止させてしまうことは
身体に害をもたらすと思う 13 －25 40 5 16
29．成人女性の月経が，止まった無月経状態であることは危機
的な重大な問題だと思う －9 －1 18 79 66
28．成人女性であるのに月経が無いことは，危機的な重大な問
題だと思う －17 4 13 77 63
30．月経が止まったと聞いたら，深刻な問題が起こっている何
とかしなければと思う －17 9 19 71 58
＊21．初経から閉経まで月経を繰り返していることは，身体に害
になると思う 2 31 －10 －40 27

























































































　 はい いいえ ｔ検定結果 はい いいえ ｔ検定結果 はい いいえ ｔ検定結果
因子・
前後別 116 32 有意水準 21 127 有意水準 109 39 有意水準
ｆ１前 2.11（.54） 1.87（.37） t＝2.08, p＜ .05 1.89（.46） 2.08（.52） N.S. 2.02（.50） 2.13（.52） N.S.
ｆ２前 2.54（.50） 2.20（.35） t＝3.09, p＜ .01 2.28（.43） 2.50（.49） N.S. 2.44（.49） 2.54（.45） N.S.
ｆ３前 3.28（.32） 3.43（.35） t＝2.02, p＜ .05 3.40（.29） 3.30（.34） N.S. 3.33（.34） 3.28（.32） N.S.
ｆ４前 3.39（.47） 3.26（.37） N.S. 3.52（.30） 3.34（.48） N.S. 3.38（.42） 3.32（.52） N.S.
ｆ１後 2.21（.57） 2.11（.43） N.S. 2.05（.53） 2.22（.55） N.S. 2.15（.54） 2.31（.52） N.S.
ｆ２後 2.74（.55） 2.53（.42） N.S. 2.51（.46） 2.72（.54） N.S. 2.64（.52） 2.85（.50） t＝2.00, p＜ .05
ｆ３後 3.19（.41） 3.16（.35） N.S. 3.25（.36） 3.17（.29） N.S. 3.20（.31） 3.14（.31） N.S.


















































































































はい：学習前　 はい：学習後 いいえ：学習前 いいえ：学習後
平均値
因子名
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The Effects of an Educational Lecture about Menstrual
Disorders on College Students
KAWASE, Kazumi　
The purpose of this study was to examine the effects of an educational lecture about menstrual 
disorders on college students. One hundred fifty one students were asked to answer a thirty item 
questionnaire that was carried out tween lectures on two occasions as a pre- and post- test at four 
week intervals.
After the factor analysis, four factors were identified: Factor 1. Menstruation is only necessary for 
childbirth, Factor 2: The elimination of menstruation from daily life, Factor 3: Menstruation is a 
symbol of womanhood, Factor 4: The cessation of menstruation is a health crisis for a woman. These 
factors showed that whereas factors one and two had a negative meaning, factors three and four were 
positive.
The results of a paired t-test analysis to compare the pre- and post- test score showed that factors 
1 and 2 were significantly increased in the post test scores but, in comparison, factors 3 and 4 were 
significantly decreased.  
The results showed that even the one lecture affected the recognition of menstruation on a negative 
side. However, there was a difference in that the average scores of the factors showed that the positive 
factors were significantly higher than the negative factors.
The author discussed the psychological ambivalence in college students in coping with menstrual 
related disorders.
